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■パブリックコメントの実施結果について 

募集期間：令和６年２月５日～令和６年３月４日 

意見提出者：１人 

提出意見：１件 

 

【意見】 

 基本計画の第 4章 2の小規模の教育の充実の項が未定項であるのに、海南小学校への統

合が望ましいというのは、少し乱暴ではないでしょうか。海部小学校は行き届いた少人数

教育で ICT教育を始め、高く評価されており、学校評価でも 100％の子どもが“ふるさと

が好き”と答えている。これは、四半期を超えるふるさと教育の賜物であり、地域と深く

結びついた成果ではないでしょうか。今後は地域の意見を聞いて進めるようですが、アン

ケートへの解答が、旧海部町では 16.5％というのが地域の無言の抵抗のように感じます。

特色ある海部小学校に通わせたいという声もあるので、校区を広げて受け入れる事も検討

してほしいです。また、海南小学校の防災は大丈夫なのでしょうか。公民館や図書館との

併設や避難施設としての充実を併せて総合的な防災施設なら見方も変わってくるように思

います。財政的なしわ寄せがきているように思います。子どもや老人が楽しく暮らせる総

合的な計画で、町全体が活性化していく事をみんなが望んでいると思います。 

  

【回答】 

海部小学校はご意見のとおり、町内小中学校のＩＣＴ教育推進校として、学習でのＩＣ

Ｔ活用について先進的な取り組みを行っています。海南小学校と海部小学校の統合に合意

が得られた場合において、海部小学校で得られたＩＣＴ教育の経験を活かし、魅力ある学

校教育に取り組んでいく事ができます。また、小学校区が大きくなり、子どもたちは海南

と海部地区のことを学んでいきますので、より地域の継承が進んでいくとも言えます。 

クラス替えのできる規模になっても小規模校の特色を活かしていく事もできます。教員

の人数はクラス数によって決められています。海部小学校は１年生と６年生が単式学級数

で２年生と３年生、４年生と５年生がそれぞれ複式学級となっています。統合後は各学年

で１学級は確保できます。町費教員の配置を増やすなど工夫を行うことで、現在の海部小

学校と同様に教員の目が子どもたちにいきわたることになります。 

海部地区のアンケートの回答については、３つの地区合計の中で 16.5％でしたが、海部

地区だけでみると、144件配布し、86件回収がありましたので、回収率は 59.7％となっ

ています。 

学校の再編統合は、まちづくりの取組では重要なこととなります。地域の魅力を継承す

ることや子どもたちの教育が魅力あるものにするには、地域の方々の関りがあってこそで

す。引き続きご支援ご協力をいただきながら、町の活性化に寄与するよう取り組んでいき

ます。 

学校は本来教育施設であり、災害時における教職員の果たすべき最も重要な役割は児童

生徒等の安全確保・安否確認、教育活動の早期正常化であります。海南小学校は、大規模
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地震や津波等の非常災害時には、大里・四方原地域住民の指定避難場所としての役割も果

たしています。屋上への屋外避難階段の入口部分には、プラスチック板が設置されてお

り、非常時はこれを壊して階段内に入り、屋上へ避難することができるようになっていま

す。屋上に約 300人が避難できるスペースを確保しており、津波の水が引くまでは屋上に

滞在することができます。 

体育館の居住環境整備では、照明のＬＥＤ化・移動式エアコンの設置、アクセスポイント

を設置しWi-Fi 環境も整備しています。 
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■基本計画書の修正について 

 

P11 

旧） 【廃校後の跡地利用】 

・再編統合後に廃校となる学校は、地域のコミュニティ拠点としての利活用を図り、社会

教育の場として維持していきます。 

 

新） 【再編統合後の跡地利用】 

・再編統合後の学校跡地利用については、地域のコミュニティ拠点としての利活用を図

り、社会教育の場として維持していきます。 


